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はじめに

近年、日本人の生活も語大企f:イとし、乳製品も多くお思っているが、栄養学的にみると、日本人で後一

不足しているのはカルシウムであるといわれ、これが成人の努意義しよう症の誘滋となっていることも

知られている。牛乳は、良質なタンパク賞、カルシウムに富むばかりでなく、人体でのカルシウムの

吸収数寄妨害、他のカルシウム含有食物とえベ最も良い点、摂取するのに手っ取り早く、しかも安価で

ある点からも、牛乳摂取を、特に成長鶏のそ子供に推奨していくことは好ましいことである。しかし、

や乳を飲むと主主館総状が出現する、いわゆる乳務不耐疲は、 8本人には多いといわれてお号、さらに

牛乳摂取を推進するよで支墜となりかねない。そこで本研究では、長室汲のお本人の牛乳・乳製品の摂

取状況を犯援するとともに、宇L糖不露守主主のI:In是頻度を譲受し、手L糖ヨド緩症の平F殺が牛乳綴取をさらに

ま量奨するよで妨げとならないかどうかを、次の毛葉自に分けて検言すした。

I.日本の小中学!tにおける牛乳・乳製品摂取量及び乳糖不縦書室状に燃する認査。

II.李主義憲耳石耐症を診断するための$L務主義術試験において、日常生活に勾した負荷量を検討する。

ill. 立で検討した負荷量で撃し糠災夜試験を行い、 5常生活に交際をきたす乳総吸収不良者(乳義者不縁

症)の出主義務を学年Eせに議資するとともに、普段の牛乳・撃し祭ぬの摂取三量及u'然取持のE菱総選E状、

さらに負荷、試験中の綾部症状も統べ、その相関'除を検討する。
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日;$:の小中学生におけあ牛乳・乳製品摂取叢及び乳糖不鮒波状に関する銭変

対象liひで方法

東京都荒JII[玄復総会学校盗事長会の協力を得て、荒川氏立の小中学校の生徒会災と、新潟県中魚沼郡

中泉村の学校経の協力を得て、 倫小学校の生徒会~にまきして、次のようなアンケ…ト潟産誌を配fすい

回答してもらった。
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果結

アンケートの濁収総数は、小学生7，∞6部(新潟県の小学生277部を念、む)、や学生2，873部で、思収

投与はそれぞれ84.8%、87.0%であった。

一日の牛乳摂取ゑは、 fコップ1-2杯」と答えたものが章受も多く、小学主主32.8%、中学生お.9%で

と答えたものは、小学念54.3%、中学生53.5%で(!潟しかし、 f牛乳を好んで飲むJあった(図1)。

2)、や乳が好きな者が多いわりには摂取量が少なかった。

と問答したグループでは、その理由i主、牛乳緩い
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や牛若もを飲む管績がない者で大半を市めたが、何らかの綾務長室状が出現するためと答えた者も、小学

生3.1%、中学生4.4%であった(図 3)。また、牛乳摂取により緩緩症状をはっきり自覚しているグ

Jレープについてその波状をみると、下痢は、小学生・中学悠Tそれぞれ、 2.2%・5.5%、腹痛は2.9%

げれこの中には症状が愛媛するものも含まれているので、

(関4)。さらに苦手く 10%を越えるものと殿、われるかひとつでも腹総総生売を自覚している善計士、

. 8.6%、緩号警は、 3.5%'7.4%であり、

牛乳摂取量{録。
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慨)牛乳を飲まない理由
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緩満慾

また乳製ふの摂取量:では、ヨーグルトを 1 2臼に一回;まま要取する者l立、小家主主28.8%、中学生26.5

%であったが、一窃に摂取する雪量は 1-2カップが火学であった。チーズを 1 2自にー聞は摂取す

中

学

高

事

録

低

学

年

る著者は、小学生15.7%、中学史14.3%でSうったが、-Ilillご摂似する 、スライスチーズでいうと l

2枚がほとんどであった。アイスクリームに関しては、 1-2日に一短i主主翼取すると答えた若宮は、

小学生34.0%、中学生18.3%であったが、一阪に主翼線する鐘は 1)むァプがほとんどであった。

会号、双京都内の;己主義と新潟県の以!潟誌の児童との僚には、牛乳・事し書芸品の摂取愛2こ治主主差は認めら

れなかった。
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者管 察

以上のアンケート言建資の車霊祭から、牛乳をま子んマ室主主F者会ぎと手数以上いるにもかかわらず、牛乳摂取

翠はわずかコフプ1ヨ杯というものが多いことから、たくさん飲む習僚がなく、潔い置きが十分でな

かったりするものが、このやには含まれていると線われた。一方、牛乳摂取で何らかの腹部症状を自

覚しているものは10%秘皮存在すると思われたが、この中には、牛乳でなくても腹部症状が出現する

過敏性大腸疲候群も含まれている可能性もあり、また逆に、普段、牛乳を少幾しか飲まないために腹

緩症状が自覚されない殺がはずれている可能i段もあるため、今回のアンケート総資だけでは、この』誌

がヌド努擦であると震わ2ずるを得ない。今縁、乳議菱重毒事苦言え草案を行って、 R1fのや撃し摂取での自覚症状と

凝らし合わせ、本ぎ議』これ著者吸収不良による疲状なのかを客室認していく弘主警があると窓われた。

また、都心の児殺と山関部の児童との聞で、牛乳‘乳製品の摂取愛iこ2患がなかったことから、日本

の流通機構の発途から、山間部に住んでいても、人々は都心とあまり変わらない食生活を送つ、ている

ことをうかがわせた。

ll.乳糖コド義経援を診滋するための乳織委主著者選の検討

乳糖不附揺をの診断には、従来i土、政事者の緩終的i測定による章L緩まを務災験が行われていたが、数近;立、

より簡便で繍皮の瀦い呼気水素ガスj幾度測定i去が周いられている。しかし、乳糖負荷試験における乳

糖の負荷量をは施殺により様々で、まず、日常生活に却した乳糖ま奇術ま殺を検討する必要がある。

対象

学童から成人のボランティアで、日1殺さ佐治において牛乳摂耳支持に援護5主主状を自覚している殺S冬、

していない著者10名を対象とした。なお、学霊堂ボランティア 2名には、保護者にも湾葉、を冬季で、検査に

協力してもらった。

方法

1)呼気zK3軽ガス濃度 (Bffi)語11主去をを豹iJf去した乳務食事考試験11)長在意震と測定法

i震予言、摂取された乳襲警は、小務上5主総君主表留に存者五する札機分量事務言葉ラクターぞによちグルコー

スと党f'7クトースに分解され、小勝で吸収されるはずだが、ラクターゼが欠損または不足している

状態では、学し糖はそのまま大勝に幾し、腸内細菌により分解され水素ガスを発生する。この水素ガ

スi土、副首支循潔によりlli1iに遂lまれ、呼気中に出てくるので、呼気中の水素ガスj農民主を級時的に担Ij定

すると、絞殺したミLi皆吉宮小綴τ?分終吸叙されたかどうかをまEることができる。

この方法を科思し、日宇君主主?おこ芸きした乳糖負務震を決ま芝マヂるため、乳義雪量t20革、 30革、 50基をそ

れぞ、材開溶液として、豪華ね絞殺させ、負荷数と魚務委長荻紛争おこ3雲寺罪号、逆泌総i左手付すきパγグiこ

R宇多誌を採取し、米国Quintron社製Microlyzer12i {写真参液)にでBlもを測定するとともに、検査中の
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義主f半波状も綴察した。なお、それぞ、れのま委荷量

による乳義者負術試験を、尚一被i駿考で行うには、

少なくとも一週間以上の陶磁をあけた。

また、 Bfもi立、骨量言語僚からま基後f皮(議長主i債に

j愛する護者の骨量{釘車}を主主しヲ|いたf宣治安20手pm以

上であれば、乳機負荷試験後↑除、つまり乳糖不

耐主主と診断した。

結果

乳事者50gによる去を祷試験は、ボランティア 7

名について施行されたが、日常生活で4二字G1!芸書支

持に腹毒事症状を自覚しているかどうかにかかわ

らず会例に、苦織を伴うE叡島、下痢をきたし、

Bfもも芸誌f農を糸した。乳糖3Qg災祷では、 14名中除名でB絡が上昇しi後性となったが、このうち日常

生活で自覚張主主主のないs名中?名古笠j新詮であった。しかし、 20g重量祷では、 12名中s名が陽性で、

日常生活で自覚症状のある績でi士会主主治安湯f肢となり、密主主症状のない考ではS名中415が除後で

るった(雲D5 )。また、災荷試験中に険性容に隠絡した媛場や下華街IJ)症状は、事し糖20g負狩では、

30g負荷とえべると紛らかに軽症{としていた。
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考察

欧米を中心、に行われている字し糠負著者試験では、手しき審負荷量は、に2g Ikg . (Max 50 g) -r:ある。し

かし、学L~藷鉛認は、牛乳て?は約1 ， 0以ome!こ;綴さきし、日常生j設で一度に凝取する震としては家主建3義的で

あり、今闘の結糸からも偽陽性者治安多くtI:l綴し、乳撃まの負荷さ設としては不適当と考えられた。さらに

30g負荷でも、普段、自覚波紋がないにもかかわらず、!場性となった考古ぎ8名中 7名もいて、やはり

偽議後者が多く含まれる可能燃があったの一方、乳糖20gは、牛乳約400泌に相当し、日常生f震でー

闘に飲t，-可能慾のある援であ号、しかも恐泌が有意に上昇したi蕩俊幸Eマも、数務試験中の漉伴者受状が

総選Eであったことから、 20g乳糠ゑ善寺i止、も鹿島走者にとっても俊撲が少なく、日常ぞ駐在号に交際をきたす

乳務不耐長去を譲価するのに逃遂な負荷雪量て、あると思われた。

しかし、 20g負荷においても、普段、牛乳摂耳記録に自覚託宣状の>d:い者ーでも陽性考がままめられたこと

については、長事務性と考えるよりは、「研ヲ¥:.IJのや字し摂取援のアンケート議後からも切らかとなっ

たように、普段、…僚に飲t，-!同しのま設が少ないために、綾部症状がEj1まされない可能性も錐測された。

E 事L糖不服症の出現傘と日常の牛筑・乳製品摂取議及び摂取E寺の腹部症状との関連性

章受i!.i:の日本人の乳綴不耐必のよち務総を、日常生活に票日した乳義者室電荷主撃で調べると共iこ、「研究IJ

のアンケート警護去をによる内、中学生における牛乳ー乳製品t真喜主義及び乳総本総症状に関する議選奈jで

不努擦であった点、つまり、普段の牛乳摂取で自覚している腹鍔主主主えが、本当に牛乳によるものなの

かどうか会検討した。

対象

小学生125入、中学生43人、高校主主16入、足立人.31入、合計215人の号室霊祭なボランテイプ全対象とした。

なお、小}'a;f，"ランチイアには保護者の間意を後で調査に協力してもらった。

方法

1) r研究lI J で検討した宇し糠不総長官の診断主主に奉づき、日常生活に閉した負手考案ま20g で、呼気*~者

ガス濃笈 (BIも)ilIg;iE法による乳糖食務該草案金行い、学年到に字し糖不要誇疫の出現療を務まをした。ま

たi潟狩に、災害号言語受付Jの随{半然主主も勝以した。

2)祭事考試験対象者には、下のようなアンケ』トにも慰答してもらい、包常生湯における牛乳・乳製

品摂取畿や摂取襲撃の自覚総状の有毒震について務査し、手し糖不義討疲と牛乳摂取雲寺の自覚疲状とのお話毒

性についても検討した。

-37母一



結果
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(D1'気水言葉支fス濃度i;f負荷話すから高伐をま寺ま棄した 8人i立、言手総不能として除外した。)

2)アンケート言語査の給果。

(1) 牛乳の好き嫌い

「牛乳嫌いJIま-1書多いグル}プでi綴校生(1)13%、全体的にみると 7%に留ま合た。反対に、

吋 380-



「牛乳が好きjと明確に窃害事したものは、小学生で70%、中高校生61%、一番少ない成人でも52

%であった。

牛乳好き嫌い

小学修学年

小学高学年 欝どちらでもない

中学 口嫌い

高校 . 妻子選

成人
胃 J押高同市弘明神明市町、和

O~も 50% 100% 

(zl …臼の牛乳摂取最

日の牛乳摂取裁が I400me以下」のものは、小学生低学年で84%、小学銭高哲学年で64%、中

学金65%、高校生75%、日立人94%であり、このうち200me以下しか欽まない殺は、高校生で50%、

成人に去さっては、 84守主τ?あった。

牛乳摂取量

小学修学年
霊童 >601ml 

小学衡実弾年
~ 401欄 600ml

中学 i繍饗繍
!口 2山 OOml

言語校

警護 1-200ml 
___._~"A..'A'~'……一一……-

成人

回 Oml/day
。% 50% 100% 

(3) 牛乳を飲まない滋街(一刻の牛乳摂取量古斗∞me以下のものについて)

他の飲み物を飲むために牛乳摂取盤が少ないものは、全体でも75%、特に小学生低学年で賞受も
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多く 84%を占担うていた。

(4) 牛乳摂取草寺の自覚症状{腹痛、下痢、波務、腹部JJl:Ii務主義、父持ち悪い}の有無

牛乳娯取終(7)>>菱総症状の添えは、 f時々あちjも入れると、小学生低学年"('15%、小学生高是非

キで20%、中学生14%、高校ゑ19%、成人36%であった。

牛乳摂取持の腹部症状の有養護

小学低学年

小学高学年

中学

護軍校

成人

。% 50% 100% 
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(5) 乳製品の好みについて

乳製品のま子みについては、チーズ嫌いが、小学生で22%、中理非主主からE主人'1.:7%であうたが、

3ーグルトやアイスタワームを縫うものは、全体釣にみても 3%マあった。

乳製品の主義液状況について

上訟のように、多くの若手が宇し製品i主主子きと答えているわりには、主義紋量としては、小児から足立

人まで通して、一滋鰐に1-21ID以下の然取のものがほとんどであった。

3)①宇L糠食事号試験陽性老74人と険性者133人における、 B手舎の今季L摂取量のよと事交。

手L意書負荷試験綴役者では、牛乳を全く欽まない人が5入いたが、iSj記症状もなく一日の牛乳摂

取笈治安'4(∞d以上11)務も20人で、念体的にみて、主義後需をと陰性老の牛乳綴取量i主、下のグラフに

訴すi滋りあまち変わらなかヮた。

また、今季しの好みについて、「好き」と答えた人l土、乳車産負荷試験!湯径三雪では49/74入 (66%)、

E針金者では83/1犯人 (62%)で、むしろ陽性者に多かった。

事L務吸収不良と牛乳摂取叢

E毒性議

(n=74) 

陰役者

(n盟 133)

。% 50% 

聞 >600ml

!慰 401-600ml

j自 201-400ml• 

闘 1-2∞ml

100%心的
②乳義者数術試験陽牲者と険性者における、日常の牛乳主実際時の綾部症状の比較。

腹部症状があると自覚している者は、議後詰ぎでは11/74(15守主人陰性殺マは28/133(21 %) 

で、むしろ長会没者の方;こ多かった。
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乳糠吸収不良と腹都症状の有無

鍔性宅着。1冒 74)
“

り

し

…

あ

な

叩

党

党

一

向

回

出

制

…
U

E

 
絵f生省

(n= 133) 

。争各 50% 100% 

③乳義き負荷試験のま毒薬さと日常の牛乳主義者支での自覚主主主夫及び検後中の悪意{半症状との関主義後

型選臨盤盤型l盆盤笠金el知古3状;検議ゅの!齢制犬 j洋|
十(7) 入!

4句 UD 

{!7鰍4人j
一(4) 8 

ト(15) C 
一 (63)

::... (4言7 。!
十 (9) g 

e← (28) 

陰tE (19) F 
{133.入j

mト{き〉 G 
一(105)

一 (97)

'A苦手i立、普段、牛乳摂取でl@j1霊長足状があり、乳務負術試験も磁を生で検恋中の総符症状も認めら

れ、すべてが一致する学し糖吸収不良考で、明らかに、 S常生活で支障をきたす乳糠不樹液とい

える。

.c雲宇i土、日常の牛乳綴耳元量が少ないために自党症状がないだけで、きちんと飲ませれば白党波

状が邸宅立すると息われ、やは時明らかなぎしさ署吸収不良連安と考えられる。

・8、D苦手l立、普段の牛乳淡取時のお党主E状の有無にかかわらず、検査中の!似半波紋を伴わずに

幸し糠負荷試験は陽俄であることから、経浅の李L糠吸紋不良おaで、日常生活では、必γしも3之俸

をきたすことはないと思われるG

-逆iこ季し務負荷試験!塗後遺言では、浪、 F、G若手は、牛乳でなくても目撃緩症状が出現する司主主役のあ

る過敏怜大湯主主役若手が含まれていると思われるが、 F群i立、李しき軽重軽荷試験険性で検査中のi翻辛

疲状もないが、普段、牛乳摂取で自覚症状があることから、中にはや九アレルギーが含まれて
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いるilJ喜善後もある。 3養護費、アンケート言議後で「牛乳7レルぞいーあちjど図答した 5人中2人l立、

この畿に苦言まれていた。

'H若干Jふき柔策も長会主主で後交ゅの総係委主主主もなく、警告主主11)自覚症状もなく、乳糖吸収の良好な者

である。

考察

カルシウムを今季しだけで争議うために必婆な一自の牛乳摂取量;立、年齢によっても異なるが、き∞泌

総後:O、重昔、で、 f畿の食物でも争議うことにしても、 s∞怨elまf霊耳立してほしいところである。ところがアン

ケ…ト機去をの総裂をみると、牛乳を女子む人でも、 必の牛乳摂取量は少なかった。こ之で問題となる

のは、今季しき護耳主義まの少ない礎自として、 1色の飲み物を飲んでしまうことが景も多かったことで為る。

絡に小学生低学年で後も多かった点は、保護者の側の忽議不足が大きな跨題と思われる。日本人で骨量

…不足している栄喜善索がカルシウムであること、小児期からのカルシウム不足が、成人芸月の傍意立しよ

う絞の務Iiilとなっていること、そして、そのカルシウム摂取には、人体にとって吸収効率の最も良い

牛乳が、手っ取り早くしかも安{闘であることを、もっと認識してもらう必要がある。

また、乳製品については、チーズ嫌いは多少いるものの、ヨ}グルトやアイスクリ}ムiま、ほとん

どの者が好きであるのに、いずれの乳製品も、摂取する回数は、ほとんどの者が一週間に1-2闘と少

なく、乳製品l立、欧米と比べ、日本ではまだまだ摂取する習慣がないようであった。

一方、「研究rrJで検討した日常生活に即した乳糖負荷量=20g(牛乳約4∞meに相当)で、宇L糠不

両t疲を調べたところ、日本人の乳糖不耐症の学年別出現率は、小学生低学年では30%、小是非依存話学年

及び中学生では34%、高校生38%、成人52%と、成人で急壊する傾向がみられたが、日本人成人の幸L

寝苦不摘す症の出現E容は、従来いわれていたよりもずっと少なく、三人に一人の割合であった。しかしこ

の結果も、ぞのまま受け止めるにはまだ不十分で、日常生活でのよ同L摂取持の自覚波状なども場予感ず

る必要があるo

牛乳摂主主E寺山何らかの腹部症状があるものは、アンケート調斎't"は、会イ本で20%、賞受も若手い成人マ

36%であったが、季し糖負荷試草案の結果と日常生活での牛乳摂取持の自覚誕百tたとの籾関伎を検討してみ

ると、負荷試験が陽性なのに、普段、牛乳摂取持;こ荷主主症状がない者が85%もいて、相関燃に乏しい

ようにみえた。しかし、これをさらに詳しし負符試験の紡泉主管段の腐食波状及ひ被炎中の隠終疲

主主との関遼牲を検討してみると ((ill.3)、③の表参照)、普段の牛乳摂取主義が少なく、協覚症状とし

て治てこない乳糖吸収不良者 (c群)の存夜がかなち含まれていることがわかった。淡々が鈎菱重にす

る必要がみるのは、 B常生活で支障をきたす乳糖吸収不良革まであり、これをいわゆる「撃し機不請す主主j

と解釈するならば、今i奈の結果からは、その人数i玄、 J主審宇と C書事を合わせた22人で、その11¥l:霊祭i立、

11% (22/207人〉ということになる。

また遂にぎし務負荷主主教は陰湿なのに、尽?舎の牛乳室長紋で潟鐙主主主主義うる遺言が、アンケート調変では

21%もいた。このことについても、災事誉総絞めまさ3裂と事普段11)gj芝妥主主支及u後査中の霊登伴主主主主との穏達
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?注を検討してみると、この中には、牛乳・でなくても綾部疲状が出現しやすい過敏悦火務疲候群が疑わ

しい者も含まれていることが拡泌されたと問符に、渡部疲状は、心理的関子や環境関子で容易に変化

しやすいものと思われた。

結論

日本人において、日常生活で支障壁をきたすiiJ常駐性のある乳覇者不耐症者のよ己主車率は、今問の検言すから

11%程度ぞあり、しかもす苦痛を伴うような重症例は緩められなかったことから、今後さらに、牛乳摂

取を広〈推奨する上で、いわゆる f乳糖不躍す経jの存率Ef立、特に妨げとはならないと思われた。しか

し、乳緩不積雪症の時自らかとなった務には、き霊E壁際に牛乳を一気飲みしないように指導した号、中毒事主主

以上Il)革まには、乳糖分持専務事索製剤でE菱総症状が車霊長棄できることもまきすようにし、牛乳主義紋の利点をよ

く言証明し、愛媛でない限り、牛乳は摂取d-せる方針で臨むべきである。
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